
取
材
日
の
２
月
５

日
（
土
）
は
、
27

日
（
日
）
の
実
験

走
行
に
向
け
て
、

自
動
運
転
の
た
め

の
電
波
状
況
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

測
定
走
行
の
日
。

先
ず
こ
の
バ
ス

を
開
発
し
た
の
は
、

群
馬
大
学
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

実
装
研
究
セ
ン
タ
ー

（
天
谷
賢
児
先
生
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

同
大
学
で
は
、
20
年
前

か
ら
国
が
推
奨
し
た
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
着

手
。
現
在
は
そ
の
技
術

を
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

譲
り
、
そ
の
会
社
が
群

馬
県
を
は
じ
め
全
国

（
東
京
で
は
渋
谷
な
ど
）

に
販
売
や
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
（
こ
の
様

な
「
産
官
学
の
連
携
」
は

現
在
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
必
要

性
を
初
め
て
唱
え
た
の
が

島
田
先
生
で
す
）

自
動
運
転
に
つ
い
て

は
「
技
術
的
に
は
可
能

で
す
が
、
現
在
の
法
律

で
は
一
般
道
路
で
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
の
で

有
人
運
転
で
す
。
と
は

い
え
、
こ
の
問
題
は
い

ず
れ
解
決
す
る
で
し
ょ

う
」
と
島
田
先
生
。
（
神

奈
川
県
藤
沢
市
、
茨
城
県
境

町
の
よ
う
に
特
区
内
で
は
自

動
運
転
を
し
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
・
パ

ラ
の
選
手
村
も
無
人
で
し
た
）

脱
炭
素

次
に
お
聞
き
し
た
の

は
、
脱
（
低
）
炭
素
に

つ
い
て
。
現
在
い
ろ
い

ろ
な
脱
炭
素
を
目
指
し

た
自
動
車
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
バ
ス
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
充
電
す
る

「
急
速
充
電
」
で
は
な

く
、
一
般
電
源
で
可
能

な
「
普
通
充
電
」
で
す
。

そ
し
て
、
運
行
に
要
す

る
費
用
の
問
題
解
決
に

も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
、

と
提
案
さ
れ
て
い
る
の

が
、
「
空
き
家
で
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
太

陽
光
発
電
」
で
す
。
街

の
い
く
つ
か
の
場
所
で

充
電
し
な
が
ら
走
行
で

き
れ
ば
、
効
率
的
な
運

行
に
繋
が
り
ま
す
し
、

売
電
に
よ
り
持
ち
主
の

収
入
も
発
生
し
ま
す
。

低
速
の
効
果

「
М
Ａ
Ｙ
Ｕ
」
号
の
も

う
一
つ
の
大
き
な
特
徴

は
、
低
速
運
転
で
あ
る

こ
と
で
す
。
国
が
提
唱

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
」
（
時
速
20
㎞
未
満

で
公
道
を
走
る
こ
と
が
で
き

る
電
動
車
を
活
用
し
た
小
さ

な
移
動
サ
ー
ビ
ス
）
で
す
。

交
通
事
故
の
割
合
が

極
め
て
低
い
こ
と
（
死
亡

事
故
率
１
％
以
下
）
だ
け

で
は
な
く
、
す
で
に
運

行
が
行
わ
れ
て
い
る
地

域
（
群
馬
県
桐
生
市
等
）

の
実
績
や
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
期
待
以
上
の
利
点

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ワ
ゴ
ン
車
か
ら
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
な
っ
た

ら
皆
が
手
を
振
っ
て
く

れ
た
」
「
窓
が
な
い
の

で
、
気
持
ち
が
い
い
」

「
外
出
が
増
え
た
」

「
人
と
話
す
機
会
が
増

え
た
」
・
・
。

こ
れ

ま
で
導
入
さ
れ
て
い
る

地
域
は
山
中
な
ど
が
多

い
の
で
す
が
、
め
じ
ろ

台
は
都
市
部
で
駅
近
と

い
う
特
徴
も
あ
り
、
今

後
の
モ
デ
ル
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

試
乗
会

２
月
27
日
、
試
乗
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
法
政
大
学
関

係
者
、
め
じ
ろ
台
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
有
志
。

ま
ず
、
島
田
先
生
か
ら
、

め
じ
ろ
台
会
館
入
口
左

に
設
置
さ
れ
た
ソ
ー
ラ
ー

設
備
に
つ
い
て
の
説
明
。

「
こ
の
設
備
で
М
Ａ
Ｙ

Ｕ
号
の
充
電
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
一
般
家

庭
に
も
普
及
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
簡
単
で

安
価
な
方
法
で
作
り
ま

し
た
」
。
こ
の
デ
モ
設

備
に
か
か
っ
た
費
用
は

10
万
円
以
内
、
製
作
日

数
も
一
人
で
３
日
。
見

学
自
由
（
め
じ
ろ
台
会
館

入
口
左
）
で
す
。

い
よ
い
よ
試
乗
。
窓

の
な
い
、
開
放
的
で
会

話
し
や
す
い
設
計
が
特

徴
で
す
。
「
遊
園
地
の

乗
り
物
の
よ
う
」
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

乗
り
心
地
（
加
減
速

時
の
ゆ
れ
）
や
走
行
時

の
音
、
更
に
運
転
者
の

人
件
費
な
ど
、
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
脱
炭

素
で
自
動
運
転
の
移
動

手
段
が
当
た
り
前
に
な

る
の
は
時
間
の
問
題
で

し
ょ
う
。

島
田
先
生
と
め
じ
ろ

台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
連
携
し
て
進
め
て
い

る
こ
の
実
験
は
、
国
土

交
通
省
の
採
択
事
業

「
所
有
者
不
明
土
地
対

策
の
先
進
的
取
組
」
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
取
材
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

（
編
集
長
・
中
塚
）
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次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
М
Ａ
Ｙ
Ｕ
号
」
が
、

め
じ
ろ
台
の
街
を
走
り
ま
し
た
。
ま
だ
実
験
段

階
で
す
が
、
全
国
で
は
実
際
に
運
行
し
、
重
要

な
住
民
の
足
に
な
っ
て
い
る
こ
の
バ
ス
に
つ
い

て
、
実
験
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
、
法
政
大
学

の
島
田
昭
仁
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

低速電動バス「MAYU号」の実験始まる
八王子市 めじろ台まちづくり協議会

脱
炭
素
＋
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
街
に

穴埋めクイズ
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む□ん□う

ＭＡＹＵ号（自動運転が可能ですが法律的に無理なので有人です）

ソーラー設備を説明する島田先生



2022年3月8日（火）

：


